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(54)【発明の名称】 エレクトロルミネッセンス表示装置の製造方法

(57)【要約】
【課題】  発光層材料の隣接した表示画素への回り込み
を防止し、混色を抑制したＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】  絶縁性基板１０上に、陽極６１と陰極６
６との間に発光層６３を挟持した有機ＥＬ素子６０と、
この有機ＥＬ素子６０に電流を供給するタイミングを制
御するスイッチング用のＴＦＴ３０、及び有機ＥＬ素子
６０に電流を供給するＴＦＴ４０を形成した表示装置の
製造方法であって、前記陽極６１上に発光層６３を蒸着
する際の蒸着マスク１５０の開口部１５１の幅ｄと、蒸
着マスク１５０の厚みｈとの関係が、ｈ＞ｎ・ｄである
蒸着マスク１５０を用いて蒸着することにより、発光材
料の隣接する発光層への回り込みが防止できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画素をなす陽極と陰極との間に積層
された各色を発光する発光層を備えたエレクトロルミネ
ッセンス表示装置の製造方法であって、前記陽極上に、
厚みｈと、隣接する表示画素間の開口幅ｄとの関係が、
ｈ＞ｎ・ｄ（ｎは１より大きい数）であるマスクを配置
して前記各色の発光層を形成することを特徴とするエレ
クトロルミネッセンス表示装置の製造方法。
【請求項２】  前記マスクの厚みと開口幅との関係式ｈ
＞ｎ・ｄのｎが１より大きく２．５以下であることを特
徴とする請求項１に記載のエレクトロルミネッセンス表
示装置の製造方法。
【請求項３】  前記マスクは金属又は半導体から成るこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載のエレクトロルミ
ネッセンス表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エレクトロルミネ
ッセンス（Electroluminescence：以下、「ＥＬ」と称
する。）表示装置の製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＥＬ素子を用いたＥＬ表示装置
が、ＣＲＴやＬＣＤに代わる表示装置として注目されて
いる。
【０００３】また、そのＥＬ素子を駆動させるスイッチ
ング素子としてＴＦＴを備えたＥＬ表示装置も研究開発
されている。
【０００４】図３に有機ＥＬ表示装置の１表示画素を示
す平面図を示し、図４に有機ＥＬ表示装置の１表示画素
の等価回路図を示し、図５（ａ）に図３中のＡ－Ａ線に
沿った断面図を示し、図５（ｂ）に図３中のＢ－Ｂ線に
沿った断面図を示す。
【０００５】図３及び図４に示すように、ゲート信号線
５１とドレイン信号線５２とに囲まれた領域に表示画素
が形成されている。両信号線の交点付近にはスイッチン
グ素子である第１のＴＦＴ３０が備えられており、その
ＴＦＴ３０のソース３１ｓは後述の保持容量電極５４と
の間で容量をなす容量電極５５を兼ねるとともに、有機
ＥＬ素子を駆動する第２のＴＦＴ４０のゲート４１に接
続されている。第２のＴＦＴ４０のソース４３ｓは有機
ＥＬ素子の陽極６１に接続され、他方のドレイン４３ｄ
は有機ＥＬ素子を駆動する駆動電源線５３に接続されて
いる。
【０００６】また、ＴＦＴの付近には、ゲート信号線５
１と並行に保持容量電極５４が配置されている。この保
持容量電極５４はクロム等から成っており、ゲート絶縁
膜１２を介して第１のＴＦＴ３０のソース１３ｓと接続
された容量電極５５との間で電荷を蓄積して容量を成し
ている。この保持容量７０は、第２のＴＦＴ４０のゲー
ト４１に印加される電圧を保持するために設けられてい
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る。
【０００７】まず、スイッチング用のＴＦＴである第１
のＴＦＴ３０について説明する。
【０００８】図５（ａ）に示すように、石英ガラス、無
アルカリガラス等からなる絶縁性基板１０上に、クロム
（Ｃｒ）、モリブデン（Ｍｏ）などの高融点金属からな
るゲート電極１１を兼ねたゲート信号線５１及び保持容
量電極線５４を形成する。
【０００９】続いて、ゲート絶縁膜１２、及び多結晶シ
リコン（Poly-Silicon、以下、「ｐ－Ｓｉ」と称す
る。）膜からなる能動層１３を順に形成し、その能動層
１３には、いわゆるＬＤＤ（Lightly Doped Drain）構
造が設けられている。即ち、ゲート１１の両側に低濃度
領域１３ＬＤとその外側に高濃度領域のソース１３ｓ及
びドレイン１３ｄが設けられている。
【００１０】そして、ゲート絶縁膜１２及び能動層１３
上の全面には、ＳｉＯ
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膜、ＳｉＮ膜及びＳｉＯ

2
膜の順

に積層された層間絶縁膜１５を設け、ドレイン１３ｄに
対応して設けたコンタクトホールにＡｌ等の金属を充填
してドレイン信号線５２を兼ねたドレイン電極１６を設
ける。更に全面に例えば有機樹脂から成り表面を平坦に
する平坦化絶縁膜１７を設ける。その上には、有機ＥＬ
素子６０の各有機材料６２，６４及び陰極６６が積層さ
れている。
【００１１】次に、有機ＥＬ素子に電流を供給する駆動
用のＴＦＴである第２のＴＦＴ４０について説明する。
【００１２】図５（ｂ）に示すように、石英ガラス、無
アルカリガラス等からなる絶縁性基板１０上に、Ｃｒ、
Ｍｏなどの高融点金属からなるゲート電極４１を設け、
ゲート絶縁膜１２、及びｐ－Ｓｉ膜からなる能動層４３
を順に形成し、その能動層４３には、ゲート電極４１上
方に真性又は実質的に真性であるチャネル４１ｃと、こ
のチャネル４１ｃの両側に、その両側にイオンドーピン
グを施してソース４３ｓ及びドレイン４３ｄが設けられ
ている。
【００１３】そして、ゲート絶縁膜１２及び能動層４３
上の全面には、ＳｉＯ
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膜、ＳｉＮ膜及びＳｉＯ

2
膜の順

に積層された層間絶縁膜１５を形成し、ドレイン４３ｄ
に対応して設けたコンタクトホールにＡｌ等の金属を充
填して駆動電源に接続された駆動電源線５３を配置す
る。更に全面に例えば有機樹脂から成り表面を平坦にす
る平坦化絶縁膜１７を形成して、その平坦化絶縁膜１７
及び層間絶縁膜１５のソース４３ｓに対応した位置にコ
ンタクトホールを形成し、このコンタクトホールを介し
てソース４３ｓとコンタクトしたＩＴＯ（Indium Tin O
 xide）から成る透明電極、即ち有機ＥＬ素子の陽極６
１を平坦化絶縁膜１７上に設ける。
【００１４】有機ＥＬ素子６０は、ＩＴＯ等の透明電極
から成る陽極６１、ＭＴＤＡＴＡ（4,4‘,4“-tris(3-m
ethylphenylphenylamino)triphenylamineから成る第１
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ホール輸送層とＴＰＤ（N,N’-diphenyl-N,N‘-di(3-me
thylphenyl)-1,1’-biphenyl-4,4‘-diamine）からなる
第２ホール輸送層とから成るホール輸送層６２、キナク
リドン（Quinacrid one）誘導体を含むＢｅｂｑ2（bis
(10-hydroxybenzo[h]quinolinato)beryllium）から成る
発光層６３及びＢｅｂｑ2から成る電子輸送層６４から
なる発光素子層６５、マグネシウム・インジウム合金か
ら成る陰極６６がこの順番で積層形成された構造であ
る。この陰極６６は、図３に示した有機ＥＬ表示装置を
形成する基板１０の全面、即ち紙面の全面に設けられて
いる。
【００１５】また有機ＥＬ素子は、陽極から注入された
ホールと、陰極から注入された電子とが発光層の内部で
再結合し、発光層を形成する有機分子を励起して励起子
が生じる。この励起子が放射失活する過程で発光層から
光が放たれ、この光が透明な陽極から透明絶縁基板を介
して外部へ放出されて発光する。
【００１６】ここで、有機ＥＬ素子の発光層６３の形成
について説明する。
【００１７】発光層６３は各色を発光するが、その各色
ごとに材料が異なっている。その各材料を蒸着法を用い
て第２ホール輸送層上に形成する。その際、各色、例え
ば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の発光材料を順に対応
する陽極６１上に島状に設ける。
【００１８】各表示画素の発光層６３は、陽極６１に対
応して順にＲ，Ｇ，Ｂの各色が繰り返し形成され、マト
リクス状に配列されている。
【００１９】各色の発光層の材料を蒸着する際の金属マ
スク２５０を各色ごとに図７中の左又は右方向に移動さ
せて、蒸着によって各色の発光層材料を蒸着する。
【００２０】図７にその蒸着の様子を示す。同図におい
ては、既にＲとＧとを蒸着しており、Ｂを蒸着する状態
を示している。蒸着源２００に載置した青色を発光する
発光層の材料を蒸着してＢの表示画素に対応した位置に
Ｂの発光材料を堆積する。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】ところが、図７に示す
ように蒸着の際に用いる金属マスク２５０は各発光層に
対応した位置に開口部２５１を有しているが、その開口
部２５１における図７中の左右方向の開口部幅をｄ、金
属マスクの厚みをｈとしたとき、開口部幅ｄはマスクの
厚みに対して非常に小さいため、蒸着源から蒸着した発
光材料は本来堆積されるべき表示画素だけでなく、隣接
する異なる色の表示画素の発光層にまで回り込んでしま
うことがあった。そうすると、隣接する表示画素の色、
例えばＧに後で蒸着したＢの発光層材料がＧの発光材料
に回り込んで混合されてしまい、ＢとＧとが混合された
色になり、混色した表示しか得られないという欠点があ
った。
【００２２】そこで本発明は、上記の従来の欠点に鑑み
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て為されたものであり、発光層材料の隣接した表示画素
への回り込みを防止し、混色を抑制したＥＬ表示装置を
提供することを目的とする。
【００２３】
【課題を解決するための手段】本発明のＥＬ表示装置の
製造方法は、表示画素をなす陽極と陰極との間に積層さ
れた各色を発光する発光層を備えたＥＬ表示装置の製造
方法であって、前記陽極上に、厚みｈと、隣接する表示
画素間の開口幅ｄとの関係が、ｈ＞ｎ・ｄ（ｎは１より
大きい数）であるマスクを配置して前記各色の発光層を
形成するものである。
【００２４】また、本発明は、前記マスクの厚みと開口
幅との関係式ｈ＞ｎ・ｄのｎが１より大きく２．５以下
であるＥＬ表示装置の製造方法である。
【００２５】更に、本発明は、前記マスクは金属又は半
導体から成るＥＬ表示装置の製造方法である。
【００２６】
【発明の実施の形態】本発明のＥＬ表示装置の製造方法
について説明する。
【００２７】図１に本発明のＥＬ表示装置の発光層材料
の蒸着工程断面図を示し、図２に本発明のＥＬ表示装置
の発光層を形成するために用いるマスクの斜視図を示
す。
【００２８】なお、ＥＬ表示装置の各表示画素、等価回
路、第１のＴＦＴ及び第２のＴＦＴの構造については既
に示した図３、図４及び図５に示した構造と同じである
ので説明は省略する。
【００２９】ここで、有機ＥＬ素子の駆動用のＴＦＴで
ある第２のＴＦＴ４０上に設ける有機ＥＬ素子について
説明する。
【００３０】図１に示すように、石英ガラス、無アルカ
リガラス等からなる絶縁性基板１０上に、Ｃｒ、Ｍｏな
どの高融点金属からなるゲート電極４１を設け、ゲート
絶縁膜１２、及びｐ－Ｓｉ膜からなる能動層４３を順に
形成し、その能動層４３には、ゲート電極４３上方に真
性又は実質的に真性であるチャネル４３ｃと、このチャ
ネル４３ｃの両側に、その両側にイオンドーピングを施
してソース４３ｓ及びドレイン４３ｄが設けられてい
る。
【００３１】そして、ゲート絶縁膜１２及び能動層４３
上の全面には、ＳｉＯ

2
膜、ＳｉＮ膜及びＳｉＯ

2
膜の順

に積層された層間絶縁膜１５を形成し、ドレイン４３ｄ
に対応して設けたコンタクトホールにＡｌ等の金属を充
填して駆動電源５０に接続された駆動電源線５３を配置
する。更に全面に例えば有機樹脂から成り表面を平坦に
する平坦化絶縁膜１７を形成して、その平坦化絶縁膜１
７のソース４３ｓに対応した位置にコンタクトホールを
形成し、このコンタクトホールを介してソース４３ｓと
コンタクトしたＩＴＯ（Indium  Thin Oxide）から成る
透明電極、即ち有機ＥＬ素子の陽極６１を平坦化絶縁膜
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１７上に設ける。
【００３２】ここで、陽極６１上に形成する発光素子層
６３の形成方法について説明する。
【００３３】図１に示すように、上述のように絶縁性基
板１０上にＴＦＴを形成し、平坦化絶縁膜１７上に形成
した陽極６１上に青色（Ｂ）を発光する発光素子層６３
を形成する工程断面図を示している。既に赤色（Ｒ）及
び緑色（Ｇ）を発光する発光素子層は形成済みの状態で
ある。
【００３４】発光素子層６３上に、タングステン（Ｗ）
あるいはシリコン（Ｓｉ）等から成り、蒸着する発光素
子層の領域に開口部を有するマスクを載置する。
【００３５】そこで、各表示画素に対応した箇所に開口
部１５１を備えた金属マスク１５０を陽極６１上に載置
する。そして、蒸着源２００に図１の場合、Ｂの発光層
材料を載置して金属マスクの開口部１５１であるＢの表
示画素に対応した位置にＢの発光層の材料を蒸着して堆
積する。こうして、各色を順に堆積していく。その際金
属マスクを一方向に移動させて各色の発光層材料を堆積
させる。
【００３６】このとき、本発明のＥＬ表示装置の製造方
法に用いるマスクは、図２に示すように、表示画素に対
応した開口部１５１の移動方向（矢印Ｄ）、即ち図１中
の左右方向の幅をｄとし、マスクの厚みをｈとすると、
厚みｈが幅ｄよりも十分大きい関係にある。
【００３７】即ち、マスクの開口部の幅ｄと厚みｈとの
関係が、ｈ＞ｎ・ｄ（ｎは１より大きい数）を満たすよ
うにマスクの幅ｄと厚みｈとを設定すれば良い。
【００３８】蒸着用マスクの開口部幅ｄと厚みｈの関係
について、以下に説明する。
【００３９】図５に、蒸着用マスクの開口部幅ｄと厚み
ｈとの関係を示す断面図を示す。
【００４０】ここで、蒸着用マスクの開口部幅ｄを５０
μｍ、厚みｈを１２５μｍとし、ｈ＝２．５＊ｄの関係
を満たす場合を示す。また、陽極と蒸着マスクとの間隔
（ギャップ）をｇとし、蒸着による回り込みをｗとす
る。ギャップは大きいと蒸着マスクが反ってしまい、逆
にギャップを無くして接してしまう（ｇ＝０）と試料に
傷が付いてしまうことになるため、ここでは、ｇ＝２０
μｍの場合を考える。
【００４１】蒸着源から飛来した有機材料は矢印ｓ（左
上から右下方向）へ進んで陽極に蒸着される。そのとき
の蒸着マスク面に垂直な方向（図中の上下方向）と飛来
方向ｓとの為す角度をθとすると、θ≒２２°となり、
回り込みｗは約８μｍになる。
【００４２】また、蒸着マスク合わせのずれなどが約１
０μｍ程度であるため、回り込みｗの約８μｍとずれを
合わせると概ね２０μｍ程度になる。
【００４３】ここで、有機ＥＬ表示装置の場合、図３に
示す１表示画素が、複数連続して横方向及び列方向に配
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列されているので、隣接する陽極６１の間には、駆動電
源線５３の幅の約６μｍ、ドレイン信号線の幅の約６μ
ｍ、及びそれらの間隔分の６～８μｍであることから、
合計で約２０μｍ程度の間隔があり、その分だけ陽極は
互いに離れている。
【００４４】従って、蒸着マスクの厚みｈと、開口部幅
ｄの関係としてはｈ＞ｎ・ｄにおいてｎが２．５以下で
なければ隣接する陽極上にまで有機材料が蒸着されてし
まい、混色が起きてしまい所定の色を発光することがで
きなくなってしまう。
【００４５】また、蒸着マスクが薄くなってしまう、即
ち蒸着マスクの厚みｈが小さくなってしまうと、蒸着マ
スク自体の強度が弱くなってしまうことになる。特に、
蒸着マスクはマスク合わせする際にはたるまないよう
に、四角形状の場合には四辺から引っ張っている。その
ときの引っ張る力によっては蒸着マスクが破損してしま
う惧れもある。そこで、マスクの厚みｈと、開口部の幅
ｄとの比は１以上であることが好ましい。
【００４６】また、図１からわかるように、蒸着源２０
０と基板との間隔が大きくなると、蒸着装置が大きくな
ってしまうという欠点があるため、蒸着源と基板との間
隔は装置の大きさによる制約がある。従って、蒸着源と
基板との間隔が例えば５０ｃｍ程度であると、蒸着する
基板の大きさが１０ｃｍ角乃至４０ｃｍ角とすると、例
えば幅ｄを５０μｍに設定した場合、厚みｈは５０μｍ
より大きく７５０μｍ程度とすればよい。即ち、厚みｈ
と開口部幅ｄとの関係式ｈ＞ｎ・ｄにおいて、ｎが１＜
ｎ＜２．５とすればよい。
【００４７】また、蒸着源と基板との間隔が例えば５０
ｃｍ程度であり、蒸着する基板の大きさが２０ｃｍ角乃
至４０ｃｍ角とすると、具体的には、例えば幅ｄを５０
μｍに設定した場合、厚みｈは５５μｍより大きく７５
０μｍ程度とすればよい。即ち、厚みｈと開口部幅ｄと
の関係式ｈ＞ｎ・ｄにおいて、ｎが１．１＜ｎ＜２．５
とすればよい。
【００４８】このように、マスクの開口部の幅ｄと厚み
ｈとがｈ＞ｎ・ｄ（ｎは１より大きい数）を満たす関係
にあれば、隣接する表示画素の発光層に当該発光層の発
光材料が回り込んで混色することが無くなり純粋な色の
表示のＥＬ表示装置を得ることができる。
【００４９】発光層６３を堆積した後、順に電子輸送層
６４及び陰極６６を積層することにより、有機ＥＬ表示
素子６０が形成できる。なお、有機ＥＬ表示装置の各材
料は従来の技術で説明した材料と同様である。陰極６６
は、図４に示した有機ＥＬ表示装置を形成する基板１０
の全面、即ち紙面の全面に設けられている。
【００５０】このように、ＥＬ表示装置の発光層の材料
を堆積するためのマスクの開口部の幅ｄと厚みｈとの関
係が、ｈ＞ｎ・ｄ（ｎは正の数）の関係を満たすことに
より、各色の発光層の材料を蒸着して堆積するに際し、
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マスクの裏面にまで回り込んで隣接する表示画素の発光
層材料に混入してしまって、色が本来の色と異なった混
色になってしまうことが抑制できる。更にそれによっ
て、純粋な色の表示を得ることができる。
【００５１】
【発明の効果】本発明によれば、隣接する表示画素の各
発光層の混色が抑制できるので、純粋な色の表示の得ら
れるＥＬ表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＥＬ表示装置の製造工程断面図であ
る。
【図２】本発明のＥＬ表示装置の発光層を形成するため
のマスクの斜視図である。
【図３】有機ＥＬ表示装置の一表示画素の平面図であ
る。
【図４】有機ＥＬ表示装置の一表示画素の等価回路図で
ある。
【図５】有機ＥＬ表示装置の断面図である。 *
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*【図６】蒸着マスクの開口部近傍の拡大断面図である。
【図７】従来のＥＬ表示装置の一製造工程断面図であ
る。
【符号の説明】
１０              絶縁性基板
３０              第１のＴＦＴ
４０              第２のＴＦＴ
５４              保持容量電極線
５０              電源
５１              充電用容量
５３              駆動電源線
６０              有機ＥＬ素子
６１              陽極
６３              発光層
２００            蒸着源
１５０            蒸着用マスク
１５１            マスク開口部

【図１】 【図２】

【図４】 【図６】
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【図３】 【図５】

【図７】
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